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&% CRP (mg/L) <1.0 1.0+ <1.0 1.0+ <1.0 1.0+ <1.0 1.0+
IBEFAAE 27797 5100 19243 5528 11925 4616 8213 4197
KIRFHI 2227 430 1570 463 1006 389 689 350
T BRI IR

FEIEF I 34 7 35 10 35 15 44 20

%75 ¥ HR 1.00  0.68 (0.29-1.57) 1.00 1.01 (0.48-2.01) 1.00 1.08 (0.58-2.02) 1.00  0.80 (0.46-1.39)
Jibd z< e

FEIEF I 22 4 17 7 28 10 30 16

275 Sii#E HR 1.00  0.63(0.21-1.91) 1.00 1.70 (0.67-4.32) 1.00 0.99 (0.47-2.10) 1.00 1.03 (0.55-1.95)
i i D R
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275 Sii#E HR 1.00  0.31(0.06-1.58) 1.00 0.50 (0.14-1.78) 1.00 1.44 (0.46-4.53) 1.00  0.52(0.17-1.54)
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	A. 研究目的
	B．研究方法
	茨城県A市（2012年4月～2020年3月）、同県B市（2012年4月～2017年3月）、大阪府C市（2015年4月～2021年3月）を対象として、国民健康保険被保険者において、ある年度の特定健康診査受診と翌年度以降の循環器疾患発症のハザード比を算出した。循環器疾患発症は入院医科レセプト、DPCレセプトにおける記載傷病名、診療行為、処方薬剤の組み合わせにより同定した。未測定交絡を考慮するため、高次元傾向スコアは特定健康診査受診対象年度の前年度のレセプト情報に記載の傷病名（疑い除く）、診療行為、処方...
	C．研究結果
	本邦における高感度CRPと循環器疾患発症・死亡に関する論文は8編報告されており、その多くが高感度CRP高値と脳血管疾患、心筋梗塞の高リスクとの関連を報告していた。CIRCS研究において、高感度CRPと循環器疾患発症との関連は、血圧区分、血糖区分、Non-HDLコレステロール区分のいずれにおいても高リスク者の判別に有用であることは確認されなかった（表１～３）。
	BNPと循環器疾患発症に関する論文は3編、NT-proBNPと循環器疾患発症に関する論文は1編がBNP/NT-proBNP高値と循環器疾患発症の高リスクとの関連を報告していた。しかし、関連する診療ガイドラインにおいてはこれらバイオマーカー高値に対する明確な診療方針は記載されていない。CIRCS研究において、NT-proBNPと脳血管疾患発症との関連について、高血圧治療者、non-HDLコレステロール境界値・異常値群でNT-proBNP高値でリスクが高い可能性が示された（表４）。
	傾向スコアマッチング後の特定健康診査受診者における循環器疾患発症のハザード比はA市で0.77（0.57-1.05）、B市で0.79（0.55-1.12）、C市で0.63（0.40-0.99）であり、各集計値の統合により0.74（0.61-0.92, Tau2 =0）であった（表５）。
	「レセプトなし」「レセプトあり・高血圧等処方なし」「レセプトあり・高血圧等処方あり」の3群に層別化すると、統合ハザード比は「レセプトなし」で0.95（0.51-1.78, Tau2 =0）、「レセプトあり・高血圧等処方なし」で0.73（0.56-0.94, Tau2 =0）、「レセプトあり・高血圧等処方あり」で0.71（0.46-1.09, Tau2 =0）であった。
	健診受診による循環器疾患予防効果については、無作為化比較試験により9研究で循環器疾患死亡をアウトカムとして、4研究で虚血性心疾患発症をアウトカムとして、3研究で脳血管疾患発症をアウトカムとして検討されている。しかし、いずれのアウトカムについても一定した結果は得られていない。一方、観察研究における傾向スコアを用いた検討では、健診受診者の循環器疾患死亡ハザード比が0.65（95%信頼区間：0.44-0.95）と非受診者よりも有意に低いことが国内から報告されている（Hozawa A et al. Pre...

